
単価契約仕様書  

環境政策局生活環境美化センター 
（担当：管理係 水谷 田中 電話：662-6023 

車両管理係 水野 山口 電話：672-0061） 

件名 (単価契約)環境政策局本庁各課車両保守管理業務委託 

形状・寸法 別紙のとおり 

予定数量 別紙のとおり 

契約期間 令和９年４月１日 ～ 令和１０年３月３１日 

契約条件 

 
別紙のとおり 
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単 価 契 約 仕 様 書  

 

１ 委託業務の名称   

（単価契約）環境政策局本庁各課車両保守管理業務委託 

 

２ 契約期間 

令和９年４月１日から令和１０年３月３１日まで 

 

３ 業務内容 

道路運送車両法等の法令に従い指定された車両の法定点検及び継続検査（以下「車検」という。）

を実施する。 

 

４ 対象車両：車両年間保守管理計画表（別紙）のとおり 

(1) 普通自動車：４台（連絡車＝４台） 

(2) 小型自動車：８台（連絡車＝８台） 

(3) 軽 四 輪 車：１０台（軽四貨物車９台、軽四連絡車１台） 

※ 車両の台数は、令和８年９月初日現在の台数であり、委託契約期間中に増減することがある。 

 

５ 委託料単価の種類 

(1) 普通自動車（連絡車） 

ア ６ヶ月点検 

イ １２ヶ月点検 

ウ 車検 

(2) 小型自動車（連絡車） 

ア ６ヶ月点検 

イ １２ヶ月点検 

ウ 車検 

(4) 軽自動車（軽四貨物車） 

ア ６ヶ月点検 

イ １２ヶ月点検 

ウ 車検 

 

６ 予定数量 

(1)普通自動車（連絡車）、小型自動車（連絡車）、 軽自動車（軽四貨物車） 

 ６ヶ月点検 １２ヶ月点検 車検 

普通自動車（連絡車） ４ ２ ２ 

小型自動車（連絡車） ８ ７ １ 

軽四輪車（貨物車・連絡車） １０ ６ ４ 

 

（備考）年度中の車両の増減等により数量は変更になることがある。 

 

７ 支払方法等 

各車両の委託料単価に受託者が当該１ヶ月間に実施した定期点検、車検の台数を乗じて得られた

金額（各委託料単価×実施台数の合計額）を、受託者からの適法な請求に基づき支払う。請求は、
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定期点検、車検に区分して行うこと。 

なお、車検の際に必要な自動車重量税印紙、自動車損害賠償責任保険証明書及び継続検査申請書

（ＯＣＲ）は生活環境美化センターから交付する。 

車検終了後、車検証の写しを生活環境美化センター車両管理係（以下「車両管理係」という。）に

速やかに提出すること。 

 

８ その他留意事項 

(1) 各車両の定期点検及び車検は、別紙「年間保守管理計画表」に基づいて実施すること。ただし、

各車両の定期点検及び車検の時期は変更になることがあるので、受託者において事前に確認して

おくこと。 

(2) 各車両の配置場所については、別紙「年間保守管理計画表」のとおりとする。ただし、配置場

所が異なる場合があるので、受託者において事前に確認しておくこと。 

(3) 各車両の定期点検及び車検の内容は、下記の１０「定期点検及び車検の内容」記載のとおりで

ある。なお、定期点検及び車検の実施結果の記録については、近畿地区自動車整備連絡協議会が

定めた様式等を使用すること。 

(4) 各車両の定期点検及び車検の予定数量は令和８年９月初日現在の車両台数によるものであり、

本市の都合により増減する。大幅な増減があっても、本市は何ら補償しない。 

(5) 交換部品及び消耗品等について、契約期間内に当該品番の製造中止その他契約業者の責めに帰

さない事由により当該品番の交換ができなくなった場合は、本市の同意を得て、本市が当該製造

中止等品番と同等以上の機能を有すると認めた後継品番又は上位品番を代替品番として交換する

ことができる。 

(6) 定期点検及び車検の実施時に本仕様書に含まれない部品の交換、修繕等が必要と認められた場

合は、受託者から環境政策局本庁各課及び車両管理係に当該修繕内容等を速やかに連絡すること。

当該修繕等は、京都市契約事務規則第 27 条の規定に従い受託者と別途契約が締結された場合に限

り受託者により実施されるものとする。 

(7) 車検事務代行に要する経費は委託料単価に含む。 

(8) 定期点検及び車検等実施の際、その作業が原因で発生したと考えられる不具合が生じたときは、

受託者が責任をもって対応すること。 

(9) 受託者は道路運送車両法の規定により自動車分解整備事業の認証及び指定自動車整備事業の指

定を受けていることを文書により証明できる者に限る。（業務委託の対象車両が、自動車分解整備

事業認証及び指定自動車整備事業指定に係る「対象とする自動車の種類」の中に必ず含まれてい

ること。） 

(10) その他、本仕様書に定めのない事項については、車両管理係と受託者がその都度協議して定め

る。 

 

９ 環境政策局本庁各課の所在地及び連絡先 

(1) 環境総務課 

京都市中京区寺町通御池上る上本能寺前町４８８ 本庁舎１階 

電話（０７５）２２２－３４５０ 

(2) 北部環境共生センター 

京都市左京区松ヶ崎堂ノ上町７番地の２ 左京区総合庁舎２階 

電話（０７５）７０１－９８００ 

(3) 南部環境共生センター 

京都市南区西九条森本町６２－１ 

電話（０７５）６７１－０５１１ 
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１０ 定期点検及び車検の内容 

 (1) 普通自動車（連絡車）及び小型自動車（連絡車） 

６ヶ月点検を１回、車検又は１２ヶ月点検を１回実施する。 

  

ア ６ヶ月点検 

新車登録、車検、１２ヶ月点検の実施月から概ね６ヶ月後に、以下の点検・整備を実施する。

なお、点検等実施日は、事前に本市と協議し決定すること。 

６ヶ月点検の内容は、国土交通省令で定める自動車点検基準第２条の定期点検基準に規定され

たものを準用したもの（自家用乗用車等の定期点検基準別表第６相当のもの）とする。 

点検実施の際、エンジンオイルの交換（ドレンコックパッキン交換を含む。）を併せて実施する

こと。交換するエンジンオイルは、メーカー純正品もしくはメーカー指定のグレードのものとし、

廃油処理については受託者が責任をもって適正に処理すること。当該交換等に係る直接・間接経

費は、委託料単価に含まれる。 

点検結果は点検整備記録簿に記録し、速やかに車両管理係に提出すること。点検整備記録簿は、

自家用乗用車等の定期点検基準別表第６と同等のものを使用すること。 

６ヶ月点検の際の車両の引渡しから返納までに要する期間は１日間とする。 

 

イ １２ヶ月点検 

新車登録から概ね１２ヶ月後、２４ヶ月後及び車検の実施月から概ね１年後に、以下の点検・

整備を実施する。なお、点検等実施日は、事前に本市と協議し決定すること。 

１２ヶ月点検の内容は、国土交通省令で定める自動車点検基準第２条の定期点検基準に規定さ

れたもの（自家用乗用車等の定期点検基準別表第６相当のもの）とする。点検実施の際、エンジ

ンオイル（ドレンコックパッキン交換を含む。）・オイルフィルターの交換を併せて実施すること。 

交換する部品及び消耗品等については、メーカー純正品又はメーカー指定のものとし、交換し

たオイルや古い部品等の処分については、受託者が責任をもって適正に処理すること。当該交換

等に係る直接・間接経費は、委託料単価に含まれる。 

点検結果は点検整備記録簿に記録し、速やかに車両管理係に提出すること。点検整備記録簿は、

自家用乗用車等の定期点検基準別表第６と同等のものを使用すること。 

１２ヶ月点検に要する期間は、車両の引渡しから返納まで、概ね３日間（土・日曜日は含まな

い。）以内とする。 

 

ウ 車検 

自動車検査証の有効期間の満了する日の１ヶ月前までに、本市と協議のうえ、車検の実施予定

日を決定すること。 

車検項目は、国土交通省令で定める自動車点検基準第２条の定期点検基準に規定されたもの（自

家用乗用車等の定期点検基準別表第６相当のもの）とする。車検結果は点検整備記録簿に記録し、

速やかに車両管理係に提出すること。点検整備記録簿は、自家用乗用車等の定期点検基準別表第

６と同等のものを使用すること。 

また、車検時に以下の作業及び部品・消耗品等の交換等を実施すること。（委託料単価に含む。） 

・ エンジンオイル（ドレンコックパッキン交換を含む。）、オイルフィルター交換 

・ ラジエター洗浄、冷却水・ロングライフクーラント交換 

・ ブレーキオイル交換 

・ カップゴム等ブレーキ部品点検 

・ エアクリーナー点検 

・ ファンベルト（エアコン用を含む。）交換 

・ ワイパーゴム交換 
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・ バッテリー点検・充電 

・ ハブベアリンググリス・ハブグリス・オイルシール交換 

(注１)交換する部品及び消耗品等については、メーカー純正品又はメーカー指定のものとし、

交換したオイルや古い部品等の処分については、受託者が責任をもって適正に処理すること。

なお、以上に係る直接・間接経費は委託料単価に含まれる。 

(注２)エアクリーナー、バッテリー等の部品や上記以外の消耗品等の交換、当該車両の修理が

必要と受託者が判断した場合は、受託者から車両管理係に当該交換内容等を速やかに連絡す

ること。当該交換作業等は、京都市契約事務規則第 27 条の規定に従い受託者と別途契約が締

結された場合に限り受託者により実施されるものとする。 

 

車検に要する期間は、車両の引渡しから返納まで、概ね５日間（土・日曜日は含まない。）以内

とする。 

 

(2) 軽四輪車（軽四貨物車、軽四連絡車） 

６ヶ月点検を１回、１２ヶ月点検又は車検を１回実施する。 

 

ア ６ヶ月点検 

新車登録、車検、１２ヶ月点検の実施月から概ね６ヶ月後に、以下の点検・整備を実施する。

なお、点検等実施日は、事前に本市と協議し決定すること。 

６ヶ月点検の項目は、別紙「軽自動車・軽四輪貨物車の６ヶ月点検項目」とする。 

点検結果は別紙「点検整備記録簿」又は「点検整備記録簿」と同等の記録簿に記録し、速やか

に車両管理係に提出すること。 

点検実施の際、エンジンオイルの交換（ドレンコックパッキン交換を含む。）を併せて実施する

こと。交換するエンジンオイルは、メーカー純正品もしくはメーカー指定のグレードのものとし、

廃油処理についても受託者が責任をもって適正に処理すること。当該交換等に係る直接・間接経

費は、委託料単価に含まれる。 

(注) ２０年配車のダンプ仕様車については、ボディー作動具合の点検を含む。 

 

６ヶ月点検の際の車両の引渡しから返納までに要する期間は１日間とする。 

 

イ １２ヶ月点検 

新車登録から概ね１２ヶ月後、２４ヶ月後及び車検の実施月から概ね１年後に、以下の点検・

整備を実施する。なお、点検等実施日は、事前に本市と協議し決定すること。 

１２ヶ月点検の項目は、自動車点検基準第２条の定期点検基準に規定されたもの（自家用乗用

車等の定期点検基準別表第６相当のもの）とする。 

点検実施の際、エンジンオイル（ドレンコックパッキン交換を含む。）・オイルフィルターの交

換を併せて実施すること。交換する部品及び消耗品等については、メーカー純正品又はメーカー

指定のものとし、交換したオイルや古い部品等の処分については、受託者が責任をもって適正に

処理すること。当該交換等に係る直接・間接経費は、委託料単価に含まれる。 

点検結果は点検整備記録簿に記録し、速やかに車両管理係に提出すること。点検整備記録簿は、

自家用乗用車等の定期点検基準別表第６と同等のものを使用すること。 

(注) ２０年配車のダンプ仕様車については、ボディー作動具合の点検を含む。 

 

１２ヶ月点検に要する期間は、車両の引渡しから返納まで、概ね３日間（土・日曜日は含まな

い。）以内とする。 
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ウ 車検 

自動車検査証の有効期間の満了する日の１ヶ月前までに、本市と協議のうえ、車検の実施予定

日を決定すること。 

車検項目は、自動車点検基準第２条の定期点検基準に規定されたもの（自家用乗用車等の定期

点検基準別表第６相当のもの）とする。 

車検結果は点検整備記録簿に記録し、速やかに車両管理係に提出すること。点検整備記録簿は、

自家用乗用車等の定期点検基準別表第６と同等のものを使用すること。 

また、車検時に以下の作業及び部品・消耗品等の交換等を実施すること。（委託料単価に含む） 

・ エンジンオイル（ドレンコックパッキン交換を含む。）、オイルフィルター交換 

・ ラジエター洗浄、冷却水・ロングライフクーラント交換 

・ ブレーキオイル交換 

・ カップゴム等ブレーキ部品点検 

・ エアクリーナー点検 

・ ファンベルト（エアコン用を含む。）交換 

・ ワイパーゴム交換 

・ バッテリー点検・充電 

・ ハブベアリンググリス・ハブグリス・オイルシール交換 

(注１) 交換する部品及び消耗品等については、メーカー純正品又はメーカー指定のものとし、

交換したオイルや古い部品等の処分については、受託者が責任をもって適正に処理すること。

なお、以上に係る直接・間接経費は委託料単価に含まれる。 

(注２) エアクリーナー、バッテリー等の部品や上記以外の消耗品等の交換、当該車両の修理が

必要と受託者が判断した場合は、受託者から車両管理係に当該交換内容等を速やかに連絡す

ること。当該交換作業等は、京都市契約事務規則第 27 条の規定に従い受託者と別途契約が締

結された場合に限り受託者により実施されるものとする。 

(注３) ２０年配車のダンプ仕様車については、ボディー作動具合の点検を含む。 

 

車検に要する期間は、車両の引渡しから返納まで、概ね５日間（土・日曜日は含まない。）以内

とする。 



年間保守管理計画表
令和９年度

台
数

所属 車種 車両 番号 車名 年式 公害記号 型式 車台番号 長さ 幅 高さ E/G形式 排気量 架装会社 積載量 容量㎥人 燃料 車両重量
車両総重

量
有効年 有効月 有効日 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 委託料単価区分

1
環境総務

課
連絡車 京都300せ 750 トヨタ 11 KH KZH106W

KZH106W-
0040795

4.69 1.69 2.02 1KZ 2,980cc 8人 ガソリン 2120ｋｇ 2560ｋｇ R10 11 25 ➅ ⑫

1
環境総務

課
連絡車 京都302み 6809 日産 24 DBA NT31

NT31-
226595

4.63 1.79 1.67 MR20 1,990cc 5人 ガソリン 1550ｋｇ 1825ｋｇ R11 3 20 ➅ ⑫

1
環境総務

課
連絡車 京都301み 3459 ホンダ 26 DAA RU4

RU4-
1017980

4.29 1.77 1.6 LEB-H1 1,490cc 5人
ガソリン電

気
1350ｋｇ 1625ｋｇ R9 12 7 ➅ 車検

1
環境総務

課
連絡車 京都302の 7681 スバル R4 5AA SKE

SKE-
101255

4.64 1.81 1.71 FB20-MA1 1,990cc 5人 ガソリン 1620ｋｇ 1895ｋｇ R9 11 17 ➅ 車検

1
環境総務

課
連絡車 京都501せ 3860 日産 16 UA WHNY11

WHNY11-
312745

4.41 1.69 1.48 QG18 1,760cc 5人 ガソリン 1300ｋｇ 1575ｋｇ R11 3 17 ➅ ⑫

1
環境総務

課
連絡車 京都501ま 5243 日産 19 DBA NY12

NY12-
013399

4.41 1.69 1.5 HR15 1,490cc 5人 ガソリン 1280ｋｇ 1555ｋｇ R10 12 26 ➅ ⑫

1
環境総務

課
連絡車 京都501ま 5244 日産 19 DBA Y12

Y12-
067298

4.41 1.69 1.49 HR15 1,490cc 5人 ガソリン 1180ｋｇ 1455ｋｇ R10 12 26 ➅ ⑫

1
環境総務

課
連絡車 京都501ま 5245 日産 19 DBA Y12

Y12-
067269

4.41 1.69 1.49 HR15 1,490cc 5人 ガソリン 1180ｋｇ 1455ｋｇ R10 12 26 ➅ ⑫

1
環境総務

課
連絡車 京都501ま 5247 日産 19 DBA Y12

Y12-
067311

4.41 1.69 1.49 HR15 1,490cc 5人 ガソリン 1180ｋｇ 1455ｋｇ R10 12 26 ➅ ⑫

1
環境総務

課
連絡車 京都501ま 5757 トヨタ 20 CBA J210E

J210E-
0021805

3.99 1.69 1.7 3SZ 1,490cc 5人 ガソリン 1190ｋｇ 1465ｋｇ R11 1 10 ➅ ⑫

1
北部環境

共生
連絡車 京都502ひ 8467 ホンダ 28 DBA GK9

GK9-
1100055

4.4 1.69 1.57 L15B 1,490cc 5人 ガソリン 1190ｋｇ 1465ｋｇ R9 9 13 車検 ➅

1
南部環境

共生
連絡車 京都502ま 1240 ホンダ 29 DAA GP7

GP7-
1121151

4.4 1.69 1.54 LEB-H1 1,490cc 5人 ガソリン 1220ｋｇ 1495ｋｇ R10 8 24 ⑫ ➅

1
環境総務

課
軽四輪車 京都41も 9298 ダイハツ 15 LE S200P

S200P-
0123300

3.39 1.47 1.99 EF 650cc 350ｋｇ 2人 ガソリン 850ｋｇ 1310ｋｇ R9 11 25 ➅ 車検

1
環境総務

課
軽四輪車 京都51せ 3847 スズキ 16 CBA HN22S

HN22S-
635838

3.39 1.47 1.54 K6A 650cc 4人 ガソリン 770ｋｇ 990ｋｇ R9 7 29 車検 ➅

1
環境総務

課
軽四輪車 京都480え 1482 三菱 18 GBD U61T

U61T-
1106548

3.39 1.47 1.98 3G83 650cc 350ｋｇ 2人 ガソリン 880ｋｇ 1340ｋｇ R10 8 27 ⑫ ➅

1
環境総務

課
軽四輪車 京都480え 1485 三菱 18 GBD U61T

U61T-
1106823

3.39 1.47 1.98 3G83 650cc 350ｋｇ 2人 ガソリン 880ｋｇ 1340ｋｇ R10 8 27 ⑫ ➅

1
環境総務

課
軽四輪車 京都581す 9762 スズキ 27 DBA HA-36S

HA-36S-
239438

3.39 1.47 1.47 R06A 650cc 4人 ガソリン 650ｋｇ 870ｋｇ R10 6 24 ⑫ ➅

1
環境総務

課
軽ワゴン
（連絡車）

京都480み 9538 日産 R8 5BD DR17V
DR17V-
920007

3.39 1.47 1.89 R06A 650cc
350kg

(250kg)
2人

(4人）
ガソリン 910ｋｇ

1370kg
(1380kg) R10 3 11 ➅ 車検

1
北部環境

共生
軽四輪車 京都580み 3616 日産 23 DBA ML21S

ML21S-
137769

3.39 1.47 1.73 K6A 650cc 4人 ガソリン 930ｋｇ 1150ｋｇ R10 9 29 ⑫ ➅

1
北部環境

共生
軽四輪車 京都582ち 850 スズキ R6 5AA HA97S

HA97S-
170261

3.39 1.47 1.52
R06D-
WA04C

650cc 4人 ガソリン 700ｋｇ 920ｋｇ R9 11 4 ➅ 車検

1
南部環境

共生
軽四輪車 京都580み 3617 日産 23 DBA ML21S

ML21S-
137935

3.39 1.47 1.73 K6A 650cc 4人 ガソリン 930ｋｇ 1150ｋｇ R10 9 29 ⑫ ➅

1
南部環境

共生
軽四輪車 京都582さ 9975 スズキ R5 5AA MK53S

MK53S-
012166

3.39 1.47 1.78
R06A-
WA05A

650cc 4人 ガソリン 850ｋｇ 1070ｋｇ R10 9 11 ⑫ ➅

22

台数   車検

4 4 2 2

8 8 7 1 （注１） 表中の は3ヶ月点検、 は6ヶ月点検、 は12ヶ月点検、Aは車検A、Bは車検B、Cは車検C、Dは車検Dを表している。

10 10 6 4 （注２） 表中の車両のうち軽四輪車については、北部環境共生センター及び南部環境共生センターに配置されているものがある。

22 22 15 7合計

軽四自動車

小型自動車
（連絡車）

普通自動車
（連絡車）

普通自動車（連絡車）

小型自動車（連絡車）

軽四輪車










